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【訃報】元会⻑・神林恒道先⽣ ご逝去のお知らせ 

 

⼀般社団法⼈ ⽇本美術教育学会 会報 第 158 号 

このたび、元会⻑の神林恒道先⽣におかれましては、12 ⽉ 16 ⽇（⽕）午後 2 時頃、 ⼊院加療中のところ薬効むなし
くご逝去されました。 謹んで哀悼の意を表し、ここにご通知申し上げます。  
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追悼︓神林恒道先⽣を悼む 
 
細⾕僚⼀ HOSOTANI,Ryouichi 

⼀般社団法⼈⽇本美術教育学会 代表理事 

京都デザイン＆テクノロジー専⾨学校 校⻑ 
 

⽇本美術教育学会の発展に多⼤なご尽⼒を注がれた第三代会⻑であり、初代代表理事である神林恒道先⽣のご逝去
の報に、本学会⼀同、深い悲しみと喪失感に包まれております。先⽣が⻑年にわたり築き上げてこられた功績の⼤きさを思い、
後輩の⼀⼈として、先⽣から賜った数々のご指導と温かいお⾔葉を胸に、ここに謹んで追悼の辞を捧げます。 

神林先⽣は、⽇本美術教育学会の組織運営を確⽴し、その基盤を揺るぎないものへと導かれました。当初、本学会の会
員の多くは教育現場に在籍していました。そのこともあって、研究⼤会の発表が単なる実践発表に過ぎないと先⽣は厳しく指
摘されていました。実践と研究を掛け合わせ、往還することが学会の在り⽅だと⼒説されました。今⽇のように多様な研究者を
包摂し、世代を超えて議論を深められる場として成熟した背景には、先⽣の常に全体を⾒渡し、⻑期的な視野から判断を下
されていたことがあります。その姿勢は、私たち後進にとって「美術教育学」に向き合う態度そのものを教えてくださるものでした。
神林賞（美術教育実践研究奨励賞）の創設や、⾃ら美術教育の本質を探究し続ける姿を⽰す「神林恒道連続セミナー」
の実施などは、学会全体の学問的⽔準を引き上げる原動⼒となっていました。その姿勢は、私たちが研究を進めるうえでの指
針となり、今もなお⼼の中で⽣き続けています。 

先⽣は在任中の 17 年間、各地で⾏われる研究⼤会に⼤会会⻑として参加されてきました。分科会では発表者にやさしく
声をかけ、決して答えを押しつけることなく、問いの⽴て⽅や視点の広げ⽅を⽰し、発表者⾃⾝が考え抜くことを促してください
ました。開会の挨拶はもちろん、閉会の挨拶は総括も含むものでしたが、その説得⼒のある内容には⼼を打たれました。とりわ
け、先⽣の⽣まれ故郷である新潟で⾏われた第 62 回研究⼤会では、「『にいがた⽂化の記憶』について」と題し、会⻑として
記念講演をされました。会場設定の⼯夫や佐渡島オプショナルツアーなど特⾊ある⼤会となりました。新潟での先⽣の⽣い⽴
ちの道筋を知り、新潟における先⽣の存在感を強く感じました。 

私個⼈にとって印象深かったことは、先⽣の専⾨がドイツ・ロマン派であり、⻄洋美学を中⼼に研究をされていると考えていま
したが、⽴命館⼤学にお勤めの時期にアジアを基層として⽇本的美意識の研究プロジェクトを⽴ち上げられたことです。また、
「神林恒道連続セミナー」の会場設定を私が担当させていただいた際、講演前に控室で原稿を再読されている姿を拝⾒し、
⼤きな驚きを覚えました。これほどの碩学が、妥協なく誠実に参加者に向かい合う姿勢に、深い感銘を受けました。より個⼈的
な話題になりますが、「神林恒道連続セミナー」を含むさまざまな研究会や会議後に、何度もホテルや飲⾷店のラウンジに誘っ
ていただきました。先⽣と⼆⼈で会話を楽しみ、浅薄な私の⾔葉に丁寧にうなずいてくださり会話が弾んだことは、今もよき思い
出として⼼に残っています。 
令和７年（2025年）12⽉ 16⽇（⽕）に、先⽣はご逝去されました。お通夜が 18⽇（⽊）に、葬儀が 19⽇（⾦）

に⾏われました。本学会からは、⼤橋功事業部⻑、新関伸也事務局⻑、松岡宏明委員、そして私が代表してお通夜に列席
しました。⼤橋功事業部⻑は、翌⽇の葬儀にも列席されました。 

神林先⽣のご功績は、学会の制度や研究の蓄積として確かに残されています。しかし、それ以上に私たち後輩にとって忘れ
がたいのは、先⽣が⽰してくださった⼈としてのあり⽅です。穏やかでありながら芯の強い態度、そして何より、美術教育という営
みへの深い愛情。そのすべてが、先⽣と接した者の⼼に刻まれています。それらを私たちは次の世代へと受け継いでいかなけれ
ばなりません。それが、先⽣への最⼤の恩返しであると思っています。 

神林恒道先⽣、⻑きにわたり⽇本美術教育学会を導いてくださり、本当にありがとうございました。先⽣からいただいた⾔葉
と学びを胸に、これからも研究に励み、学会の発展に尽くしてまいります。 

どうか安らかにお眠りください。⼼よりご冥福をお祈り申し上げます。  

3



第 75 回⽇本美術教育学会学術研究⼤会京都⼤会 ⾜⽴ 彰 

 

⼀般社団法⼈ ⽇本美術教育学会 会報 第 158 号 

第 75 回⽇本美術教育学会学術研究⼤会 京都⼤会 
 
⾜⽴ 彰 AKIRA, Adachi 

実⾏委員会事務局⻑   

所属 平安⼥学院⼤学⼦ども教育学部 
 
1. 前回の京都⼤会（第 70 回⼤会）から今回の⼤会に向けての経過 

2020 年に世界的規模で拡⼤した新型コロナウイルス感染症は、教育の現場に深刻な影響を及ぼし、従来の学習環境や
教育⽅法に⼤きな変容を迫りました。本学会においても、第 69 回瀬⼾内⼤会が延期となり、第 70 回京都⼤会は対⾯開
催を⽬指して準備を進めながらも、最終的には感染拡⼤を考慮し、オンライン開催へと移⾏せざるを得ませんでした。この経験
は、美術教育を含む教育全般において、価値観や⽣活様式、さらには教育ツールの在り⽅に関する根本的な問い直しを促す
契機となりました。 

特に、パソコン端末を活⽤したオンライン学習の普及は、教育の⽅法論に質的な変化をもたらしました。従来の教室空間に
限定されがちであった学習活動は、オンライン環境を通じて時間的・空間的制約を超え、学習者が主体的に情報を収集し、
記録し、共有する新たな形態へと移⾏しました。GIGA スクール構想の推進により、⽣徒⼀⼈ひとりが端末を所持し、世界と
容易に接続できる環境が整備され、資料収集、学習記録、コミュニケーション、プレゼンテーションなど、多様な学習活動が可
能となりました。こうした変化は、教育の⺠主化や学習機会の拡張に寄与する⼀⽅で、教育者に対して新たな指導⽅法や評
価の在り⽅を模索する課題を突きつけています。 

さらに近年急速に進展した⽣成AI技術は、教育現場においてもレポートや論⽂の作成、映像やイラストレーションの制作、
さらには作曲や物語の⽣成にまで応⽤されつつあります。AI の活⽤は、学習者の創造性を拡張する可能性を秘めると同時に、
教育者に対して「⼈間的創造性とは何か」、「美術教育の本質はどこにあるのか」という根源的な問いを投げかけています。美
術教育に携わる者にとって、技術⾰新を単なるツールとして受け⼊れるのではなく、⼈間形成に資する教育的意義を再考する
ことが不可⽋となっています。 
他⽅、⽇本美術教育学会京都⽀部は、滋賀・⼤阪・兵庫など近隣府県の教育関係者と連携し、「美学」「⾝体性」「授
業実践」「伝統⽂化」「感覚」「⼈類と美術」といった多様な観点から⽀部研究会を開き、美術教育の理論的基盤と実践的
展開について議論と研鑽を重ねてきました。これまでの活動は、単なる地域的交流にとどまらず、美術教育の普遍的課題を探
究する場として機能してきました。第 75 回⼤会は、こうした蓄積を踏まえつつ、学会創設の原点に⽴ち返り、美術と⼈間の関
係性、美術を通じた教育の意義、そして未来への展望を参加者全員で共有し、議論を深化させる場とすることを⽬的としてい
ます。 

 
2. 開催会場について 

本⼤会は 2026 年 8 ⽉ 8 ⽇（⼟）・9 ⽇（⽇）の⼆⽇間開催いたします。会場は、本学会初代会⻑・井島勉先⽣
（1908–1978）の⺟校である京都教育⼤学附属京都⼩中学校をお借りして、⼦ども達が集う教育現場の空気を感じて
いただきながら、⾏いたいと思います。学会の歴史と伝統を体感していただきながらも、未来を展望するにふさわしい場と考えて
います。井島勉先⽣は京都⼤学名誉教授であり、美学・美術史の研究者として⻄洋芸術哲学を中⼼に独⾃の「⼈間的美
学」を確⽴されました。『芸術史の哲学』『藝術の創造と歴史』『美学』『美術教育の理念』などの著作を通じ、美術教育が⼈
間形成に果たす役割の重要性を強調されました。1951 年に⽇本美術教育学会を設⽴し、没するまで会⻑を務められ、美
術教育の学術的基盤を築かれた功績は極めて⼤きいものです。井島先⽣の思想は、美術教育を単なる技能習得の場として
ではなく、⼈間の精神的成⻑と社会的形成に寄与する営みとして位置づけるものであり、今⽇に⾄るまで学会活動の根幹を
成しています。京都⼤会は、その創⽴者の精神を継承しつつ未来を展望する場として位置づけられるのではないでしょうか。 
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３. ⼤会テーマについて（検討中も含めて） 
⼤会テーマは「重なりと共鳴の中からひろがる美術教育のこれから」です。多様な価値観や実践が交わり響き合う中で、

美術教育の未来をどのように切り拓くかを探ることを⽬的としています。中⼼企画となる「テーマ別分散会」（テーマ名称は仮）
では、  

 
・地域社会と美術教育  
・教科・領域と美術教育 
・AI と美術教育 
・国際理解と美術教育 
・美学と美術教育  
 
の五つの視点から議論を展開します。各分散会は、美術教育の理論的基盤を再検討すると同時に、現代社会の課題に
即した実践的展望を提⽰する場となります。例えば、地域社会との関係を扱う分散会では、地域⽂化の継承と創造を通じて
美術教育が果たす役割を議論します。学校現場を対象とする分散会では、幼稚園から⼤学までの各段階における美術教育
の実践を共有し、教育体系全体における美術教育の位置づけを再考します。AI の普及を扱う分散会では、技術⾰新と⼈
間的創造性の関係を問い直し、教育における AI の活⽤がもたらす可能性と課題を検討します。グローバル思考の分散会で
は、国際的視野から美術教育の課題と可能性を検討し、異⽂化理解の促進を探ります。さらに、美学・哲学の分散会では、
美術教育の根本的意義を哲学的に問い直し、教育の普遍的価値を再確認することを⽬指します。 

 
４. 記念講演について 

記念講演には、京都⼤学総合博物館准教授の塩瀬隆之先⽣をお迎えします。塩瀬先⽣は⼯学博⼠であり、インクルー
シブデザイン、コミュニケーションデザイン、ヒューマンインタフェース、社会性ロボットなど幅広い分野で研究を展開されています。
経済産業省において技術戦略を担当した経験を持ち、博物館展⽰論や技能継承⽀援、AI やデジタル技術を活⽤した教
育・⽂化発信にも取り組まれています。 著書『問いのデザイン』（2020）、『インクルーシブデザイン』（2014）などを通じ、
科学技術と⼈間社会をつなぐ実践的研究で⾼く評価されています。塩瀬先⽣の講演によって、美術教育と⼈間・社会・⽂化
の等々多くの視座を⽰していただき、今回の⼤会テーマでもある「重なりと共鳴の中から広がる美術教育のこれから」について、
多くの⽰唆を与えていただけるものと、期待しております。 
 
 
 
 
 
 

本会を⻑く⽀えてくださった第三代会⻑ 神林恒道先⽣が先⽇ご逝去されました。これまでの多⼤なるご貢献に⼼より感謝
申し上げるとともに、私たちはその思いを受け継ぎ、今後も本会のさらなる発展に⼒を尽くしてまいります。 
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教育版画を通した⻘森県とメーン州の交流に関する報告 
 
佐藤 絵⾥⼦ SATO, Eriko 

弘前⼤学教育学部 
 
1. はじめに 

⻘森県は、1950〜90 年代にかけて全国的に興隆した教育版画運動が、特に盛んであった地域の⼀つである。この地で
は、⻘森県師範学校図画嘱託であった今純三をはじめとする郷⼟の版画家が中⼼となり、1930 年代から教育版画が開始
されていた。そのような⼟壌から、棟⽅志功のような世界的な芸術家が輩出されていった。 

教育版画運動は、⽣活に根ざしたリアリズムを重視するものであり、⽣活綴⽅と結びついて、全国の⼩中学校の学校教育
現場へと伝播していった。特に、⻘森県では多くの教員が研究会に参加し、⽇本教育版画協会の中⼼的⼈物であった⼤⽥
耕⼠との交流を深めていた。そのような事の運びから、現在も、五所川原市⾦⽊の旧・嘉瀬⼩学校跡地には、⼤⽥の晩年に
東京・中野にあった彼の⾃宅からトラックで運び込まれた約 15 万点の教育版画関連資料が保管されている。 

さて少し過去の話になるが、2024 年 2 ⽉から 3 ⽉にかけて、報告者は五所川原市教育委員会の共催で、保管されてい
た資料の⼀部を借⽤し、弘前⼤学資料館企画展「津軽地⽅の教育版画――昭和・平成・令和の⼦どもたち」を開催した。
この企画展は、地元の新聞やテレビでも紹介された。その後 2025 年の春には、⻘森モーニングロータリークラブの活動を通し

て、⻘森県内の⼩学⽣の版画作品とメーン州の⼩学⽣の版画
作品を交換し、両国で展⽰する活動を続けておられた公益財
団法⼈鷹揚郷理事⻑の鈴⽊唯司先⽣からご連絡をいただき、
鈴⽊先⽣とアメリカのメーン州の美術教師リンダ先⽣（Lynda 
McCann-Olson, M.S.Ed.）が、研究室を来訪された（以
下、関係者の敬称を「先⽣」に統⼀）。これがきっかけとなり、
⻘森県とメーン州が、明治22年にメーン州バス市を出発した船
チェスボロー号が、つがる市（旧・⾞⼒村）沖で遭難し、村⺠
が救助にあたったことから、姉妹都市の関係にあることを知ること
ができた。 

さらに当時、計画中であった弘前⼤学教育学部附属ウェルビ
ーイング研究センター主催による教育版画連続３回セミナー
「虹の上をとんだ船の『それから』の軌跡」の第2回に、鈴⽊先⽣
にご登壇いただけることとなった。さらには鈴⽊先⽣の導きや、リン
ダ先⽣のメールでの誘いや励ましを通して、2025 年秋のリンダ
先⽣の来⽇に合わせて弘前⼤学の学⽣と交流する場をもつこと、
報告者がメーン州で開催される⽇本の版画に関するワークショッ
プに参加者として出席することが決定した。なお、教育版画セミ
ナーは、2025 年 9 ⽉ 27⽇に、第 1回「社会を彫る⼦どもた
ち――⾼度経済成⻑期を中⼼に」を、同年12⽉13⽇に、第
2 回「版と記憶――⼤地のあいだを伝播していく船旅」をすでに
開催した。第 3回「種のゆくえ――教育版画のこれまでとこれか  
ら」は、教育版画に関する展覧会を開催したことのある学芸員
の⽅３名と教育委員会の⽅を招いて 2026 年 2 ⽉ 21 ⽇に
対⾯・オンラインの併⽤⽅式で開催予定である。 

図１︓教育版画セミナーの開催ポスター 
詳細・第 3 回の申し込みはこちら 
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2. 2025 年秋の交流について 
2025 年 10 ⽉上旬、リンダ先⽣がメイン州-⻘森県姉妹都市諮問

委員会の⼀員として来⽇された。リンダ先⽣は、メーン州ポートランド在
住の⾮営利団体 Friends of Aomori の会⻑であり、「橋（Hashi）
-メイン州児童版画交流」の理事として、鈴⽊先⽣とともに、⻘森県の児
童の版画作品とメーン州の児童の版画作品を⼀緒に展⽰する展覧会
を⽇⽶双⽅で⾏なっている。また、K-12 の美術教師として他校種にわ
たる⻑年の勤務経験をもち、近年では美術館教育にも携わっている。す
でに何度も来⽇されているが、今回の来⽇では、10 ⽉ 3 ⽇に弘前⼤
学教育学部で開講された「⼩学校図画⼯作教育法」の講義で、約
100 名の学⽣に向けて、易しい英語による講義を実施された。その際、
こどもを中⼼とした授業づくりの考え⽅、アメリカでの Art の授業の実際、
および⻘森県との版画を通した交流事業などについて、スライドを映しな
がらお話された。⼤学⽣との質疑応答では、⼩学⽣の頃に⻘森県教育
委員会の事業の⼀環でメーン州を訪れた経験をもつ学⽣がいることが判
明し盛り上がった。さらに同⽇、弘前⼤学教育学部附属⼩学校の図画
⼯作の授業を参観された。翌週の８⽇には、教育学部中学校コースの
「美術科教育法」にて、リンダ先⽣と、⻑年にわたり教育版画の指導をさ
れている元つがる市⽴⾞⼒⼩学校校⻑・藤⽥敏幸先⽣のお⼆⼈に、
藤⽥先⽣が指導された児童⽣徒の版画作品を前にして講義をしてい
ただいた。このときの作品には、「チェスボロー号遭難救助」を題材とした
カレンダーが含まれていた。 
同年 10 ⽉中旬には、報告者がアメリカへ調査のために赴き、リンダ
先⽣の⽀援を受けて 17〜19 ⽇の３⽇間をメーン州で過ごした。そこ
では、美術教育関係者、⽇本⽂化について研究している⼤学教員、
⼩中⾼の教員、その他の専⾨職の⽅々、そして⻘森市でもお会いした
⻘森県姉妹都市諮問委員会のメンバーに会うことができた。訪れた場
所について時系列に沿って触れると、初⽇はニューアーク・リバティー国
際空港からポートランド国際ジェットポートへの直⾏便に乗り、そこからリ
ンダ先⽣の⾞で最終⽬的地のコルビー・カレッジまで１時間超の道のり
であった。途中、サザン・メーン⼤学に⽴ち寄り、リンダ先⽣の知⼰の学
⽣に美術棟やギャラリーを紹介してもらった。次に、カンバーランドに位置
する Greely Center of the Arts（さまざまな校種を抱える私⽴学
校の⼀⾓）で開催中の「Hashi（橋）」の展覧会場を訪れた。コルビ
ー・カレッジに到着するとリンダ先⽣が中⼼となって開催されるワークショッ
プの準備が終わるのを待ち、⼣⽅には古い繁華街ウォータービルにある
Paul J. Schupf Art Center を訪れた。	
２⽇⽬は、コルビー・カレッジ美術館（コルビー・カレッジのキャンパス
内）でのワークショップの本番であった。「In Prints: Japanese Art 
and Culture」と題されたこのワークショップは、コルビー⼤学美術館、フ
ァイブ・カレッジ東アジア研究センター、Friends of Aomori による、⼩
中⾼の現職教員を主な対象とした⽇本の版画制作に関する専⾨能

 
 

 

 
図 4︓コルビー・カレッジ美術館でのワークショップ⾵景 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5︓コルビー・カレッジ美術館外観 

2025 年度の「橋（Hashi）-メイン州児童版画交流」 
図２（上）︓展覧会場（Greely Center of the Arts） 

図 3（下）︓外観（Greely High School） 
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⼒開発のためのワークショップであった。ワークショップでは、アンキニー・ワイツ（Ankeney Weitz）先⽣（東アジア研究・芸術
学のジスキン教授／コルビー・カレッジ東アジア研究科⻑）が、実際の浮世絵やその版⽊を並べて⽇本の版画制作の歴史に
ついて解説した。その後、コルビー・カレッジ美術館内の版画アトリエを⾒学し、版画に関連する企画展で浮世絵を⾒た。次に、
アリソン・ジョンソン（Alison Johnson）先⽣（アイランド・リーダーズ・アンド・ライターズ学校関連プログラム統括）によって、
VTS（Visual Thinking Strategies）とサニー関の絵本『北斎の娘（Hokusaiʼs Daughter）』を⽤いた「Whole 
Book Approach」に関する講義が⾏われた。そして最後に、リンダ先⽣が⻘森県との版画を通した交流事業や棟⽅志功の
紹介を⾏い、発泡スチロールを⽤いた版画制作の体験が提供された。 
３⽇⽬はポートランド美術館を訪れた。ここは、リンダ先⽣がミュージアム・エデュケーターとして勤務されている場所であり、彼
⼥のおかげで、サザン・メーン⼤学のケリー先⽣（Kelly Hrenko, PhD）とお会いすることができた。ケリー先⽣は、統合された
芸術（Arts）の分野におけるマルチモデルの創造的リテラシーを研究されており、視覚芸術の教員養成者としての⽴場を、芸
術と⽂化、コミュニティと学校、そして学際的教育という複数の交差点が⽣まれる場として活⽤している。リンダ先⽣とケリー先
⽣との打ち合わせでは、今後、教育版画を通した⻘森県とメーン州との国際交流プロジェクトが新たな段階に⼊っていくことを
確認し、そのための⽅策についての具体的な意⾒交換を⾏った。 
 
3. おわりに 

版画を通したメーン州との交流プロジェクトは、これまでの事業やコネクションを基盤として成り⽴っており、多くの⽅々の善意
によって⽀えられている。鈴⽊先⽣、リンダ先⽣、藤⽥先⽣、ケリー先⽣をはじめとするすべての関係者に感謝したい。報告者
の⼒不⾜の部分を、⼈を育て、⽀援することに⻑けたリンダ先⽣が汲み取り、補ってくださったことによって、プロジェクトを⼀歩前
に進めることができた。これをきっかけに、⻘森県のローカルな取り組みとメーン州という⾃然・⽂化の豊かな⼟地を架橋していき
たい。版画を通して、⽇々⾝の回りの⽣活、固有の⽣について考えることの先に、橋があり、その向こう側でも⼈々の笑顔や創
造的な知性に出会えるということを、⼦どもや教師に感じてほしいと考える。 
 
4. 補遺 
  2025 年 10 ⽉のアメリカ渡航では、メーン州以外にも、いくつかの箇所を尋ね、その中の⼀つがスタンフォード⼤学であった。
これは、現在取り掛かっている調査研究（科研費若⼿研究 23K12761）として、エリオット・アイスナー（Elliot W. Eisner）
の著作で紹介されている博⼠論⽂を⼊⼿するために図書館を訪れることが⽬的であった。具体的には、教育批評や教育批
評が教育実践においてどのような現れ⽅をするのかを調査するための資料として、アイスナーの指導下で作成された同⼤学院
の博⼠論⽂を⼊⼿することが⽬的であった。これらの博⼠論⽂は、特別資料室の所蔵となっており、１週間以上前に予約が
必要であったにもかかわらず、報告者はそのことに気づかず、前⽇にメールで図書館の担当者に相談するという失態を演じた。
しかし交渉の末、その⽅は膨⼤な量のページ数にも関わらず、後⽇ PDF 化したデータをメールでファイル転送してくださり、感謝
に堪えない結果となった。これからは、あらかじめ所蔵先の分類や条件には、⼀⾒瑣末に⾒える事柄であっても、すべて⽬を通
しておくべきであると学んだ。この失敗を糧に、慎重さを獲得していきたい。 

    
図 6︓サザン・メーン⼤学の美術教育棟アトリエ 

 

スタンフォード⼤学  図 7（左）︓校舎、 図 8（右）︓⼤学院教育学研究科の看板 

8



美術教育雑感 清⽥ 哲男 

 

⼀般社団法⼈ ⽇本美術教育学会 会報 第 158 号 

新しい関係をクリエイションする創造性教育 
 

STEAM 教育の広がりもあり、近年「創造性教育」が注⽬されるようになってきました。私の所属する岡⼭⼤学教育学部で
も、⼩学校教育専攻の中に「創造性・STEAM教育プログラム」を設置し、今年で3年⽬を迎えています。本プログラムの単位
を修得するとクリエイティブ・エデュケーターとして認定され、授業内容の多様さや⾯⽩さも相まって、学⽣から⾼い⼈気を得るよ
うになりました。そのおかげで、図画⼯作を主としつつも、全教科や学校教育活動における創造性教育を卒業研究として選ぶ
学⽣も増えてきています。  

それに伴い、教育現場や研修会などでクリエイティブ・エデュケーターに関するお話をさせていただく機会も増えてきました。その
際によくいただく質問が、「創造性ってセンスの問題で、私たちにはあまり関係がないのでは」というものです。このように、「創造性
は先天的で、教育ではどうにもならない」と考える⽅は少なくありません。学⽣の中にも⼀定数みられます。⼀⽅で、創造性研
究を専⾨とする研究者の多くは、これを「創造性神話」のひとつと位置づけ、「創造性は誰でも育むことができる」と指摘していま
す。私もその⽴場ですが、とはいえ創造性神話を信じておられる⽅にとっては、にわかには納得しがたいというのが実情でしょう。  

なぜなら、「『創造』の定義があまりに⾼いハードルとして⽰されてきたから」だと考えています。現⾏の学習指導要領でも、「新
たな発⾒や科学的な思考⼒の源泉となる」などと記されており、そのハードルの⾼さに、55 歳になる私でさえ思わずひるんでしま
います。⼼理学ではこのような捉え⽅が主流でしたが、近年では「世界と新しい関係をつくること」という定義が⼀般化してきてい
ると感じています。ここでいう「世界」とは、私たちの⾝体の外側にあるすべてのモノや状況（コト）を指します。  

美術や図画⼯作で考えてみましょう。⽬の前にある粘⼟は、形を変えても、どこに置いても「粘⼟」であること⾃体は変わりま
せん。画⽤紙とその上の絵の具も同様です。しかし、⼦どもたちがつくる過程で、粘⼟や画⽤紙、絵の具との「関係」が新しくつく
られることで、それらが「⼈」や「動物」、「⾵景」、「⾯⽩いもの」といった作品へと変わっていきます。  

これは他の学習でも同じです。光合成の仕組みを知ることで、⽬の前の葉っぱとの関係が新しくつくられる。英単語を覚える
ことで、ALT とのコミュニケーションが新しくひらける。このように、私たちはさまざまな学習の中で、新しい関係を個別具体的に積
み重ね、世界と「私だけの」新しい関係をクリエイションしているのだと思います。その状態こそが、オリジナリティや新奇性と呼ばれ
るものなのでしょう。  
アメリカの⼼理学者カフマンは、学習活動の中で世界と新しい関係をつくり出すことを mini-c（クリエイションのタネのような

もの）と呼んでいます。そして、この mini-c の積み重ね、すなわちその⼈と世界との創造された新しい関係の中から、やがてイ
ノベーションや⼈類の未来をより豊かにする⼤きな発⾒（Big-C）が⽣まれてくるだと思います。⾏政が述べる⼤仰な創造性
はいつか⼦どもたちが⼤きくなってから、そのようになってほしいと思います。 

そのためにも、毎⽇出会うアサガオを匂ってみたり、教室の机の⾳をきいてみたり、給⾷の⽜乳を違うスピードで触ってみたりす
ることで、五感を通した新しい関係をつくる活動が⼤切だと思います。その⼦どもの⾝体は、その⼦どもしか持っていません。世界
でたった⼀つの⾝体で感じたことこそ、新奇性そのものですからね。そして、友だちや先⽣と、お互いに「いいこと⾒つけたね」って、
匂ったり、きいたり、触ったりした「新しい感じ」を受け⽌めあえる学級づくり、クラス経営を⼤切にしてほしいなと考えています。 

 
 

清⽥哲男（岡⼭⼤学） 
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岡⼭⽀部活動（2025 年 3 ⽉）報告 
 
⿃越 亜⽮ TORIGOE, Aya 

中国短期⼤学 保育学科 教授 

 
 
笠岡市の圓明⼭法華寺（以下、法華寺）の副住職井⼝寛昭⽒が泉⾕淑夫先⽣の教え⼦という縁で、⽇蓮聖⼈降誕

800 年を記念して、先⽣は法華寺から本堂の天井画を依頼されました。2023 年に岡⼭市天神⼭⽂化プラザで先⽣の回
顧展が開かれ、その天井画は奉納に先⽴って⼀般公開されました。その後無事に法華寺に奉納され、泉⾕先⽣のご厚意に
より、2025 年 3 ⽉ 30 ⽇に岡⼭⽀部活動として、泉⾕淑夫先⽣の絵画世界を堪能する鑑賞ツアーを実施しました。 

鑑賞ツアーは先⽣の素敵なご⾃宅兼アトリエ兼ギャラリーの探訪から始まりました。そして、法華寺での天井画鑑賞と温かい
おもてなし、副住職からの興味深いお話など、様々な刺激を五感で感受した眼福、⾄福の⼀⽇となりました。 

アトリエで、天神⼭⽂化プラザでの展⽰で、そしてお寺でと、私には先⽣の天井画がその場所ごとに新たに⽣まれているように
感じました。作品を鑑賞する場所や展⽰のありようで、鑑賞者の感じ⽅や考えがそのくらい変わるのではないかと思います。参
加された梅澤先⽣の感想も⼀部紹介します。「法然らの教えのような死後の世界（彼岸＝浄⼟）での往⽣に救いを求
めるのではなく、この世の衆⽣の救済によって現世（穢⼟）を浄⼟として顕現させるという⽇蓮の考え⽅が、《⿓神雷光
図》と《蓮華鳳凰図》の連作に⾒事に具現されていると思いました。」 
 
⽺のいる世界⽺のいない世界 https://www.youtube.com/watch?v=t-tTM2iRmVk 
回顧展「美しい驚き 泉⾕淑夫 ⽺のいる世界 ⽺のいない世界」の展⽰⾵景とギャリートークの様⼦です。圓明⼭法華寺副
住職の井⼝寛昭⽒と泉⾕先⽣による天井画の解説もありますので、ぜひご覧ください。 

写真１ ⾃宅ギャラリーで解説する泉⾕先⽣ 
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写真２ ギャラリーで鑑賞中 

写真３ 圓明⼭法華寺前にて 
左から後藤先⽣、妻藤先⽣、森先⽣、⿃越、 

泉⾕先⽣、梅澤先⽣、伊藤先⽣ 写真４ 天井画を寝転んで⾒るため 
ヨガマットを敷く泉⾕先⽣ 

写真５ 奉納された 2対の天井画の下で語らう泉⾕先⽣と梅澤先⽣ 
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第 17 回 美術教育実践研究奨励賞 受賞 
 
島⼝ 直弥 NAOYA, Shimaguchi 

浜松市教育委員会・浜松市美術館 
 

 
この度は、第 17 回美術教育実践研究奨励賞を賜わりましたこと、⼼より感謝申し上げます。私は 10 年間の教員⽣活の

後、教育委員会の⼈事交流の⼀環として美術館に勤務することとなりました。指導主事と学芸員を兼務して今年で８年⽬と
なりますが、この間、⻄洋絵画、現代アート、⽇本画、アニメーション等、様々なジャンルの展覧会を企画・運営させていただき、
多くの刺激を受けました。その中でも⾃⾝の矜持として⼤切にしてきたのが、教員時代から研究・実践を重ねてきた美術教育
の視点を⽣かすことです。学芸員としては学部時代から研究していた⽇本彫刻史（仏像）の調査・展⽰を柱に仕事をしてき
ました。そして、仏像をもとに、幼稚園児や⼩・中学⽣を対象とした教育普及プログラムを開発・実践し、資質・能⼒の育成を
図ることを⽬指してきました。研究はまだまだ道半ばですが、現段階において私の研究・実践を評価いただけたことは、今後の
活動への⼤きな励みとなります。今後も様々な美術作品と⼦供たちの学びの繋ぎ役として、その責務を全うできるよう、⽇々
研究と実践に邁進してまいります。最後に、教員時代からご指導を頂いてきた⽇本美術教育学会静岡⽀部の先⽣⽅、学術
⼤会の際にお声掛けいただいた全国各地の先⽣⽅、そして、私の研究・実践にご協⼒・ご⽀援をいただいた全ての皆様に改
めて深く御礼申し上げます。 
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⼀般社団法⼈⽇本美術教育学会 
2025 年度 第 2 回理事会報告 
 
⽇ 時︓2025 年 6 ⽉ 29 ⽇（⽇）19︓00 〜 20︓40 
Zoom によるオンライン会議  
出席者︓細⾕僚⼀、⼤橋功、新関伸也、佐藤賢司、清⽥哲男、藤⽥雅也、⽔⾕誠孝、詫摩昭⼈、吉川暢⼦、⻘⽊宏
⼦、佐藤絵⾥⼦、福井⼀尊（敬称略、順不同） 
⽋席者︓なし 
 
・理事会の開催が成⽴することが確認された。 
・細⾕代表理事より開会の挨拶がなされた。 
・議⻑は、細⾕理事が務めることが確認された。  
・議事録は、詫摩理事が担当することが確認された。 
 
Ⅰ 審議事項 
第 1 号議案︓学会事務業務委託について 
新関理事より業務委託契約書の資料に基づき、「クリエイティブランドいしかわ」への業務委託に関して⽂書で契約することが

提案され、承認された。なお、当該契約においては、Web サイト運営⽀援の項⽬を外し、⼤会案内の⼀次案内はペーパーレ
スとし、⼆次案内・⼤会要項は、従前どおり紙媒体にて発⾏することとされた。また、⼤会運営に要する経費の異動については、
事業部の監督のもとにおいて実施するものとされた。 
 
第２号議案︓論⽂査読規定変更について 
藤⽥理事より別紙資料に基づき、論⽂査読規定の⼀部改正に関する提案がなされ、これを承認した。学会誌 311 号から

査読者 3 名を 2 名とするなどを、8 ⽉の委員総会に⽰されることとなった。 
 

第 3 号議案︓第 17 回神林賞「美術教育実践研究奨励賞」候補者審査結果について 
詫摩理事より、別添資料に基づき、島⼝直弥⽒を本年度の受賞候補者とする旨の審査結果について報告がなされ、これを

承認した。 
 

第 4 号議案︓「造形芸術教育協議会」幹事学会企画について 
細⾕代表理事より、本学会が幹事学会となり、10 ⽉ 26 ⽇と来年 3 ⽉ 8 ⽇に⾏われることが紹介され、承認された。また、

学術研究の裾野を広げることの重要性が共有された。 
 
Ⅱ 報告事項 
（１）事務局より  
 新関理事より、定款の改定に関する事項について確認がなされた。 
 
（２）編集部より  
 特段の報告事項はなかった。 
 
（３）研究部より  
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清⽥理事より、連続セミナーの実施に関する紹介がなされた。 
 

（４）事業部より  
⼤橋理事より、⼤阪⼤会についてと京都⼤会について、報告がなされた。 
 

（５）その他  
「美術教育実践研究奨励賞」の特集号については、今後継続発⾏しないこととし、顕著な実践研究等については、随時、

会報にて報告する⽅針が⽰された。 
 
 
閉会 
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⼀般社団法⼈⽇本美術教育学会 
2025 年度 第 2 回委員総会報告 
 
⽇ 時︓2025 年 8 ⽉ 21 ⽇（⽊）14︓00 〜 16︓00 
対⾯及びオンライン会議 
場所︓四条畷学園短期⼤学清⾵学舎 405 講義室 
出席者︓細⾕僚⼀、⼤橋功、新関伸也、松岡宏明、藤⽥雅也、⿃越亜⽮、詫摩昭⼈、森⽥ゆかり、⽔⾕誠孝、中川泰
（オンライン）、⼤塚習平、福井⼀尊、⾺淵哲、⾜⽴彰、⻘⽊宏⼦、佐藤絵⾥⼦（敬称略、順不同） 
⽋席者︓（委任状）清⽥哲男、佐藤賢司、鈴⽊秀幸、吉川暢⼦ 
 
・委員総会の開催が成⽴することが確認された。 
・細⾕代表理事より開会の挨拶がなされた。 
・議⻑は、新関理事が務めることが確認された。  
 
会議に先⽴ち、⾹⽉欣浩⼤阪⼤会実⾏委員⻑より開催地報告があった。「つながることの重要性」を⼤切にしながら⼤会運
営を⾏ったとの説明があった。 
 
Ⅰ 審議事項 
第 1 号議案︓学会事務業務委託について 
新関理事より、業務委託契約書の資料に基づき、「クリエイティブランドいしかわ」への業務委託について、⽂書で契約するこ

とが提案され、承認された。別紙資料の③に「⼤会会計業務」を加えることとした。オンラインセミナーの技術補助に関する報酬
については、継続審議となった。 
 
第２号議案︓論⽂査読規定変更について 
藤⽥理事より、別紙資料に基づき提案があり、承認された。学会誌 311 号より、査読者数を「3 名」から「2 名」とする。修
正案として、査読者 2 名の審査結果が「C-C」の場合は「C︓不掲載」とする。「再査読」という表現を「追加の査読」に変更
する。査読者の選定にあたり、投稿者と同⼀の機関に属する者⼜は研究・実践上綿密な関係にある者を選定しないこととす
る。 
 

第 3 号議案︓第 17 回神林賞「美術教育実践研究奨励賞」候補者審査結果について 
詫摩理事より、別添資料に基づき、本年度の授賞候補者として島⼝直弥⽒を選定した旨の審査結果について報告があり、

承認された。 
 

第 4 号議案︓「造形芸術教育協議会」幹事学会企画について 
細⾕代表理事より、今年度は本学会が幹事学会となり、10 ⽉ 26 ⽇と来年 3⽉ 8 ⽇にオンラインで会合が⾏われることが
紹介され、承認された。 
 
Ⅱ 報告事項 
（１）事務局より  
 新関理事より、学会ホームページの更新が滞っていることが報告された。 
 

15



⼀般社団法⼈⽇本美術教育学会 2025 年度 第 2 回委員総会報告 

 

⼀般社団法⼈ ⽇本美術教育学会 会報 第 158 号 

（２）編集部より  
 藤⽥理事より、以下の報告があった。投稿締めきりを 6 ⽉末としたことで、投稿数が増加した。査読の締切は 8 ⽉末であり、
9 ⽉に査読等専⾨部会を開催する予定である。学会誌は今年度より 1 ⽉末発⾏となり、全体のスケジュールが早まっている
ので、⼤会記録担当者などへの配慮が必要である。 
 
（３）研究部より  
中川委員より、連続セミナーの内容について現在検討中である紹介がなされた。 
 

（４）事業部より  
⼤橋理事より、⼤阪⼤会の参加申し込み者が 150 名を超えたことが報告された。また、⾜⽴委員より、2026 年度開催の
京都⼤会についての報告があった。 
・開催⽇︓8 ⽉ 8 ⽇（⼟）、9⽇（⽇） 
・会場︓京都教育⼤学附属京都⼩中学校 
・議論が深まる⼤会とするため、テーマ別分散会を実施予定。 
・記念講演（予定）︓塩瀬隆之⽒ 
・⼤会テーマ（案）︓『重なりと共鳴の中からひろがる美術教育のこれから』 
 

（５）その他  
・「次期学習指導要領における美術教育充実のための提⾔」について、新関理事より紹介があった。冊⼦は 200 部作成済
みであり、活⽤が呼びかけられた。 
・松岡委員より、⼀般社団法⼈に関する論点を整理した⽅が良いのではないかとの提案があり、議論された。 

 
・細⾕代表理事より閉会の挨拶がなされた。 
 
閉会 
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会員異動（2025.7.31〜2026.1.25 現在） 
 
 
新⼊会員（敬称略） 
松坂 明⽇加  上越教育⼤学 ⼤学院 学校教育研究科 教育実践⾼度化専攻 教科教育・教科複合実践研究コース 

芸術創造領域 美術分野  
 

⼾⼝ つとむ    ⼀般財団法⼈東京総合研究機構 シニアフェロー（上席研究員）  
 
釘貫 ひとみ    ⼤阪府⽴たまがわ⾼等⽀援学校 教諭  
 
髙橋 菜⽉    茨城県かすみがうら市⽴千代⽥義務教育学校 美術教諭  
 
松尾 光代    ⽴命館⼤学⼤学院⼈間科学研究科博⼠後期課程  
 
⼩波 ⼀平    ⽴命館宇治中学⾼等学校教員 常勤講師  
 
シェパード ジャックリン マリー 筑波⼤学⼤学院 ⼈間総合科学学術院 ⼈間総合科学研究群 情報学 

学位プログラム 博⼠後期課程 1 年  
 

吉⽥ 果歩    ⼥⼦美術⼤学短期⼤学部 ⾮常勤講師  
 
船井 美佐    現代美術研究所、創形美術学校 美術作家、⼦供美術教室代表、美術専⾨学校講師 
 
髙橋 由美⼦   育英短期⼤学 ⾮常勤講師 
 
 
 
異動 
⼭本 ⾠典     宮崎国際⼤学  教育学部  児童教育学科 講師 
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